平成○○年度　　学校経営方針

○○○○立○○中学校

校長　　○　○　○　○

1． 教育の方針
1 「心の教育」を推進する。特に、「認め、褒め、支え、励ます」の思いやりの指導により、生徒に希望と生きがいを与える。

2 生徒一人一人が何か一つ自信のもてるものを持ち、学校生活や家庭、地域社会の生活において、奉仕活動の実践を通し、「やれば必ずできる」いう意識を培うとともに、より崇高な人間尊重の精神を醸成する。

3 困難を乗り越えるたくましい生徒を育てる。あらゆる生活の場で生徒が自分で目標を立て、その目標に向かって、どんな困難も乗り越え、やり抜くたくましさを身につけさせる。

２．学校経営方針
1 学校教育目標の徹底した実現を目指す学校

本校の教育目標は、全職員、生徒、保護者並びに地域社会の人々が一丸となり、汗と涙のにじむような努力で築き上げた○○中学校の校風と伝統をさらに凝縮したものである。その実現のために次のことを実践する。

1． 〇〇中学校過去三か年間の教育を振り返り、学校教育目標を学年相応にくだき、教師が常にこれを意識し、生徒に呼びかけること。

2． 常に学校目標につながる一時間一時間の授業となるよう、授業内容を吟味し、この浸透化を工夫すること。

3． 学校全体のいろいろな教育活動では、特に学校教育目標が徹底されていくよう、指導目標の工夫と改善を図ること。

4． 以上の指導に当たっては、画一的な指導方法でなく、一人一人の生徒の実態に応じて、弾力的な対応を図るとともに、生徒一人一人への浸透度を評価し、確認すること。

2 「〇〇中生徒のために」を中心に据え、職員全体で創り出し、支える学校

人間相互の協力ほどすばらしく尊いものはない。一人一人の教職員がいかに大きな力を持っていようとも、それが結集されなければ何もなし得ない。教職員一人一人が持っている「わが○○中学校」という意識をいかに一つに結び、充実した学校を創り出すかが、大きな課題である。

そのためには、次の学校の雰囲気作りが大切であると考える。

1． 全教職員が互いのよさを認め合うこと。

2． 組織を通して仕事が進められ、各組織が創意と意欲、そして責任ある教育活動をすること。

3． 特に研修会では、全員が参加し、熱心に言い合え、協議できること。

4． 誰でも計画したものを提案し、実践することができ、経営参加意識をもてるようになること。

3 教育の新しい方向を確認し合い、教職員が互いに研修し合い学び合う学校

〇〇中学校の研究主題は、「学ぶことが楽しくて  明日が待たれる学校」である。今年度も 全職員で主体的にこの課題を探求し、さらに中教審の答申などを基に、これからの教育がめざす方向を探って、これとの一致点を求めて、〇〇中学校教育の向上を図っていく。

· 自ら課題を見つけ、自ら解決する授業
・わかる喜びが感じられる授業

· 一人一人の特性を認め伸ばす教育
・成就感、満足感を体感する教育　

· 豊かな心を育てる教育


・生きる力を育む教育        

など、新しい方向を確認し合い、実践を通して実現していく。

そのためには、次の点に配慮する。

1． 教育の場でつかんだ事実を明確にし、その成果を記録し集積しておくこと。

2． つかんだ情報などは、教科部会、分掌部会、各学年会等で話し合う習慣を作ること。

3． それらを、各月の校内研修会において活用し、教育内容の充実を図ること。

4． 全員が授業公開をする。教師は進んで授業を見せ合い、それらを基に協議し研修会を盛んにすること。

4 生徒が主体的に動く教育活動を盛り上げ、学校生活が充実感にあふれる〇〇中学校を誇りとすることができる学校

〇〇中学校における「奉仕的な活動」、「挨拶運動」、「餅つき大会」、「合唱コンクール」、「部活動」等の伝統ある教育活動は、生徒たちの声により生徒会が中心となって創り出し、計画、実施、評価してきたものである。それらの伝統ある活動を一層活発にし、それぞれの内容の質を高めることは、教職員の責務である。一方入学してくる生徒の実態と生育環境の変化を見るとき, 生徒自身の意識を確立させ、生徒が自主的・主体的に学校の教育活動に取り組む環境を整備することは、人間性豊かな資質を育てるために極めて重要なことである。そのために、次の実践を重視する。

1． 学級経営を充実し、グループ活動、係り活動に工夫を凝らすこと。

2． 生徒会活動を充実するために、その指導体制を整えること。

3． 学校行事やボランティア活動に、生徒が主体的に参加し、活動する場を多くすること。

4． 部活動の教育的意義を明確にし、全職員がその内容の充実と発展のために協力し合うこと。

5 地域社会との連携を密にし、開かれた学校として、信頼を得るよう学校づくりを目指す

1． 学校公開週間を設定し、気軽に本校を訪問し、本校の教育内容を理解してもらう状況を作ること。

2． 教職員が地域活動に積極的に参加したり、職務外のボランティア活動を推進するよう働きかけること。
3． 生徒を地域行事や地域のボランティア活動に積極的に参加させるよう教育課程を工夫すること。


以上のことを実践するため、その基盤となるものは「教職員の豊かな人間関係の構築である」と確信し、これを学校経営の中核に据える。








